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西
部
地
区
分
館
協
議
会
と
西
部
公
民
館
共
催
の

第
20
回
西
部
地
区
分
館
対
抗
球
技
大
会
が
、
9
月

５
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
３
年
度

に
西
部
公
民
館
が
開
館
し
た
時
、
平
野
と
高
丘
地

区
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
に
始
ま
り
、
今
年
で
20

回
目
を
迎
え
た
伝
統
あ
る
大
会
で
す
。
競
技
は
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
、
総
勢

２
２
７
名
の
選
手
が
猛
暑
の
中
、
熱
い
戦
い
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
、
連
日
、
練

習
を
重
ね
て
き
た
参
加
者
の
フ
ァ
イ
ト
あ
る
試
合

に
、
周
囲
か
ら
熱
い
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
長
嶺
分
館
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
は
立
ヶ
花
分
館
が
優
勝
し
、
そ
の
後
表
彰

式
、
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

翌
日
か
ら
次
の
大
会
へ
向
け
て
の
、
練
習
を
始

め
た
分
館
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
脱
帽
で
す
。

あおぞら
　

秋
が
や
っ
て
き
た
。
口
を
開
け

ば
「
暑
い
、
暑
い
」
と
言
っ
て
い

た
季
節
が
よ
う
や
く
終
わ
っ
た
よ

う
だ
。

　

秋
は
、
私
に
と
っ
て
、「
食
欲

と
睡
眠
の
季
節
」
だ
。
よ
く
食
べ

て
、
よ
く
眠
る
ぞ
～
。
と
思
っ
て

い
た
が
、
少
し
前
に
漢
字
検
定
を

受
け
よ
う
と
思
い
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
息

子
の
受
験
も
迫
っ
て
き
た
し
、
一
緒
に
勉

強
す
る
の
も
悪
く
な
い
か
、
と
い
う
軽
い

気
持
ち
か
ら
だ
。

　

以
前
一
度
受
験
し
た
が
失
敗
し
た
級
へ

の
再
挑
戦
。
よ
し
、
今
度
こ
そ
！
と
鼻
息

荒
く
取
り
か
か
っ
た
も
の
の
、
か
な
り
難

し
く
て
心
が
挫
け
そ
う
に
な
る
時
も
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
漢
字
は
学
ぶ
程
に
実

に
奥
が
深
い
。
一
つ
の
文
字
が
様
々
な
読

み
方
に
な
る
。
同
じ
言
葉
を
表
す
の
に
も

色
々
な
書
き
方
が
あ
る
。
国
や
植
物
、
動

物
を
表
す
当
て
字
も
面
白
い
。

　
「
認
め
る
」
は
、「
み
と
め
る
」
の
ほ
か
に

「
し
た
た
め
る
」と
い
う
読
み
方
も
あ
る
。「
お

さ
め
る
」
と
読
む
漢
字
は
、「
収
め
る
」「
納

め
る
」「
治
め
る
」「
修
め
る
」
と
様
々
だ
。

　
「
飛
蝗
」（
ば
っ
た
）「
油
漆
」（
ペ
ン
キ
）

「
亜
馬
森
」（
ア
マ
ゾ
ン
）「
聖
林
」（
ハ
リ

ウ
ッ
ド
）「
風
信
子
」（
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
）
な

ど
、
パ
ソ
コ
ン
で
変
換
す
る
と
出
て
く
る

も
の
も
あ
る
が
、
普
通
は
使
わ
な
い
し
読

め
な
い
漢
字
ば
か
り
。

　

ち
な
み
に
、「
美
」と
い
う
漢
字
に
は「
太

っ
た
羊
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
の
を
ご
存

知
だ
ろ
う
か
。
自
分
の
名
前
に
使
わ
れ
て

い
る
こ
の
漢
字
に
こ
ん
な
意
味
が
あ
る
の

か
と
驚
い
て
し
ま
っ
た
。
秋
の
味
覚
と
惰

眠
を
貪
り
す
ぎ
て
「
美
し
く
」
な
り
す
ぎ

な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
う
。　
（
清
水
）
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熱戦が繰り広げられたソフトバレーボール

公
民
館
レ
ポ
ー
ト

文
化
祭
の
お
知
ら
せ

西
部
地
区
で
分
館
対
抗
球
技
大
会
開
催

交流と親睦のために



２

特 集

　
中
央
公
民
館
で
は
子
ど
も
音
楽
講
座

「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
楽
し
も
う
！
」
を

７
月
11
日
（
日
）
か
ら
９
月
５
日
（
日
）

ま
で
全
６
回
、
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
ま
し
た
。

　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
題
材
と
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行
い
、
子
ど
も
た

ち
が
優
れ
た
芸
術
文
化
に
触
れ
る
こ
と

で
、
中
野
市
の
目
標
の
一
つ
で
も
あ
る

「
文
化
が
香
る
元
気
な
ま
ち
」
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
講
師
は
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手

で
東
京
学
芸
大
学
准
教
授

の
嶋
﨑
裕
美
先
生
は
じ
め

第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
５
名
を
招
き
、
歌
と
ダ

ン
ス
の
指
導
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
市
内
の
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の

25
名
が
参
加
し
、
講
師
か
ら
出
さ
れ
た

課
題
の
歌
や
ダ
ン
ス
に
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　
全
員
で
好
き
な
言
葉
や
、
自
分
が
大

切
に
し
て
い
る
事
柄
な
ど
で
作
詞
す
る

事
に
挑
戦
し
、
講
師
の
福
原
先
生
が
曲

を
つ
け
て
、
市
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
未

来
へ
の
一
歩
」
が
で
き
ま
し
た
。
後
半

で
は
、
こ
の
曲
に
振
り
を
付
け
、
全
員

で
歌
い
な
が
ら
踊
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
こ
の
講
座
を

通
し
て
、
改
め
て
心
か
ら
楽
し
い
と

思
い
ま
し
た
。
も
っ
と
も
っ
と
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
を
学
ん
で
い
き
た
い
」、
保
護

者
か
ら
は
、「
本
物
に

触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
真
剣
に
頑
張
ろ
う

と
努
力
し
て
い
る
姿
、

や
り
終
っ
た
後
の
充
実

し
た
笑
顔
が
す
ば
ら
し

い
」
と
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

　
講
座
に
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
が
、
こ
れ
か

ら
文
化
の
担
い
手
と
し

て
活
躍
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

みんなで歌詞を考えました

公民館

レポー
ト

子ども音楽講座

ミュージカルを楽しもう！開催
本
物
の
芸
術
に
触
れ
た
瞬
間

　
　
　
　
　
充
実
し
た
６
日
間

真剣に取り組んだダンスレッスン

オリジナルソングを歌う

未
来
へ
の
一
歩

　
　  

作
詞
　
子
ど
も
音
楽
講
座
参
加
者

　 

　 

作
曲
　
福
原
智
子

１
青
い
空
　
　
風
を
感
じ
て

　
自
然
の
中
　
　
歩
い
て
い
こ
う
　

　
広
い
海
　
　
太
陽
の
下
　
　

　
光
の
中
　
　
歩
い
て
い
こ
う
　
　

＊
生
れ
て
き
た
　
　
こ
の
き
せ
き
　

　
夢
　
　
希
望
　
　
勇
気
　
　

　
私
た
ち
は
　
　
一
人
じ
ゃ
な
い

　
明
日
を
み
ん
な
で
見
に
い
こ
う

　
こ
の
地
球
と
い
う
星
で
生
き
て
い
こ
う

　
笑
顔
た
や
さ
ず
　
過
し
て
い
こ
う
　

　
一
日
一
日
　
　
大
切
に
…

　
家
族
や
友
と
　
生
き
て
い
こ
う
＊

２
星
空
見
て
　
夢
を
い
だ
い
て

　
前
を
向
い
て
　
歩
い
て
い
こ
う

　
は
る
か
地
平
線
　
さ
あ
い
こ
う

　
手
を
と
り
合
っ
て
　
歩
い
て
い
こ
う

（
以
降
＊
繰
り
返
し
）
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赤
坂
と
い
う
地
名
は
、
市
内
大
字
豊

津
の
赤
坂
と
、
大
字
穴
田
の
赤
坂
が
並

ん
で
二
筆
あ
る
。
こ
の
赤
坂
は
旧
街
道

替
佐
峠
の
頂
上
、
三み

つ

俣や

に
続
く
沿
線
に
位

置
し
、
十
二
戸
の
ム
ラ
が
点
在
し
て
い
る
。

　
地
名
の
由
来
は
火
山
灰
が
風
化
し
た

赤
色
の
地
質
か
ら
き
て
い
る
と
い
う
。

　
長
野
県
に
赤
坂
と
呼
ぶ
地
名
は
十
三

ケ
所
あ
る
。
赤
坂
と
い
う
地
名
は
傾
斜

地
や
丘
陵
の
先
端
に
あ
る
こ
と
が
多
い
。

近
く
は
山
ノ
内
夜
間
瀬
の
赤
坂
が
あ
る
。

さ
て
豊
田
赤
坂
の
火
山
灰
を
調
べ
て
み

た
ら
意
外
に
も
地
続
き
の
斑
尾
山
の
灰

で
な
く
、
飯
綱
山
や
黒
姫
山
、
妙
高
山

な
ど
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
灰
で
あ
る
こ

と
が
分わ

か

っ
て
き
た
。

　
こ
の
赤
坂
一
帯
に
見
ら
れ
る
火
山
灰

は
、
赤
坂
ロ
ー
ム
層
と
呼
ば
れ
て
い
る

が
、
お
隣
の
飯
綱
町
赤
塩
の
灰
と
似に

て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
赤
塩
ロ
ー
ム
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
。
赤
塩
ロ
ー
ム
層
は
赤

坂
と
同
じ
く
一
番
多
い
の
は
、
飯
綱
、

黒
姫
の
灰
で
妙
高
の
灰
も
み
ら
れ
る
と

い
う
。
赤
坂
一
帯
の
火
山
灰
層
は
、
第

四
紀
洪
積
世
中
期
の
も
の
で
、
十
三
万

年
か
ら
七
十
万
年
位
前
の
火
山
灰
と
い

わ
れ
て
い
る
。（
清
水
岩
夫
先
生
談
）

　
大
俣
の
南
に
あ
る
崖が

け

の
地
層
は
（
長

丘
々
陵
）
赤
坂
よ
り
古
い
第
四
紀
洪
積

世
前
紀
の
地
層
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
崖
の
す
ぐ
下
に
あ
る
上
今
井
の
旧
河

道
（
古
川
）
の
滑
走
斜
面
は
、
最
も
新

ら
し
い
第
四
紀
沖
積
世
の
地
質
で
あ
る
。

平
成
の
初
め
㈱
日
本
工
営
が
地
質
調
査

の
た
め
、
同
地
を
ボ
ー
リ
ン
グ
し
た
と

こ
ろ
、
約
六
十
メ
ー
ト
ル
下
層
よ
り
、

飯
綱
山
の
火
山
灰
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

郷
土
の
地
質
に
は
夢
が
あ
る
。
不
思
議

発
見
と
行
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
小
林
　
修
一
）

　
赤
坂
区
は
豊
田
地
区
の
東

北
部
、
豊
田
飯
山
Ｉ
Ｃ
の
東

側
に
あ
り
ま
す
。

　
小
さ
な
集
落
で
す
の
で
お

互
い
に
気
心
も
わ
か
り
、
集

会
所
に
集
っ
て
は
文
化
祭
、

新
年
会
等
の
行
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
集
会
所
の
右
隣
に
は
延
命

地
蔵
菩
薩
が
立
っ
て
い
ま
す
。

石
の
船
に
乗
っ
て
い
る
の
で
地
元
で
は

船
地
蔵
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

遠
く
か
ら
お
参
り
に
来
る
人
も
い
る
よ

う
で
す
。

　
育
成
会
行
事
は
三
俣
、
深
沢
区
と
合

同
で
、
１
月
の
ど
ん
ど
焼
き
や
夏
休
み

の
ラ
ジ
オ
体
操
、
お
楽
し
み
会
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
を

子
ど
も
の
心
に
刻
み
、
新
た
な
赤
坂
区

を
担
い
、
発
展
さ
せ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。（

分
館
長
　
田
中
　
豊
美
）

赤 坂 分 館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

赤坂の子どもたち（赤坂農村公園にて）

赤
坂
の
火
山
灰

　
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
で
は
、
会
員
相
互
の
交

流
を
図
り
、
地
域
の
学
習
を
目
的
と
し
た
研
修
視

察
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
9
月
2
日

（
木
）
に
佐
久
市
の
内
山
牧
場
大
コ
ス
モ
ス
園
を

散
策
、
午
後
は
ぴ
ん
こ
ろ
地
蔵
で
健
康
長
寿
を
願

い
参
拝
、
龍
岡
城
五
稜
郭
跡
を
見
学
後
、
川
村
吾

蔵
記
念
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
26
名
が
参
加
。
残
念
な
が
ら
お
目
当
て

の
コ
ス
モ
ス
は
時
期
が
少
し
早
く
あ
ま
り
花
が
咲

い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
高
原
の
風
に
ふ
れ
、

ひ
と
足
早
く
秋
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
相
互
の
親
睦
も
で
き
大
変
有
意
義
な

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
は
昭
和
54
年
9
月
に
設
立
し
、
今
年
で
32
年

目
を
向
か
え
ま
し
た
。
会
発
足
の
当
時
と
現
在
に

お
い
て
、
社
会
情
勢
や
女
性
の
立
場
な
ど
は
違
い

ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
各
団
体

相
互
の
連
絡
協

調
を
図
り
、
女

性
共
通
の
活
動

や
問
題
に
つ
い

て
研
究
協
議
し
、

提
携
し
て
課
題

に
取
り
組
む
こ

と
を
目
的
に
活

動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

中
野
市
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
研
修
視
察

コスモス園での記念撮影
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● 作品展示 ●
地域の皆さんの力作が勢ぞ
ろい
期間　10月22日㈮～
　　　　　　　　24日㈰
　　　午前９時～午後８時

（24日は午後２時まで）
場所　豊田文化センター　
　　　全館
内容　絵画、生け花、木
彫、写真、水墨画等の作品
展示

● 映画鑑賞会 ●
最新の話題作２作品を一挙
上映!!
日時　10月23日㈯
第１部：午後３時00分～

　　　　　４時34分
　アニメ「ヤッターマン　
　　新ヤッターメカ大集合
　　オモチャの国で大決戦
　　だコロン｣
第２部：午後６時00分～

　　　　　　　８時06分
　「おとうと」
場所　豊田文化センター
 　　　ホール

● 音楽芸能発表会 ●
日時　10月24日㈰
　　　午前９時から
　　　午後１時
場所　豊田文化センター
　　　ホール
内容　舞踊、合唱、フラダ
ンス、楽器演奏などの活動
発表

● 作　品　展 ●
見事な作品をご鑑賞ください！
期間　11月６日㈯～７日㈰
　　　午前９時～午後４時
場所　北部公民館 全館
内容　小中学校児童・生徒作品、
地域の皆さんの日頃の作品、サー
クル・団体のみなさん（生け花、
陶芸、水彩画、パッチワーク、絵
手紙など)

● 講演会 ●
　　貴重なお話しです!!
日時　11月６日㈯ 午後１時30分～
場所　北部公民館　講堂
講師　第49次南極地域観測隊越冬
　　　隊員　赤田幸久さん
内容　南極の自然や、基地での生
活について、お子さんにもわかり
やすいようにご講演いただきま
す。また、お子さん向けのクイズ
もご用意いただいております！さ
らに！北部公民館オリジナル南極
探検隊バッチプレゼント
（お子様先着30名限定！）

● 芸能祭 ●
　多彩な芸能を満喫できます！
日時　11月７日㈰　午後１時～
場所　北部公民館　講堂
内容　児童の発表、地域のグルー
プ・サークル・公民館利用団体の
活動発表

● その他 ●
日時　11月７日㈰　午前９時～
場所　北部公民館　駐車場
内容　青空市場（野菜、果物等の
販売）、ラーメン屋台(午前11時
～)、飲み物、切手の販売など

● 開館20周年記念行事 ●
　津軽ひろ子・瀬名ひとみ
　　　　　　　　艶歌ビッグショー
日時　11月13日㈯　午後２時～
会場　多目的ホール

● 作　品　展 ●
地域やサークルの皆さんの作品が皆様
をお出迎えします。
期間　11月13日㈯～14日㈰
　　　午前９時～午後４時30分
会場　西部公民館　全館
内容　小中学校児童・生徒作品、地域
の皆さんの日頃の作品、サークル・団
体のみなさん（写真、生け花、アレン
ジフラワー、籐工芸、陶芸、押し絵な
ど）の作品展示

● 芸能発表会 ●
多種多彩な演目の西部劇場へどうぞ！
日時　11月14日㈰　正午から
会場　多目的ホール
内容　地域、サークル・団体の皆さん
の（コーラス、詩吟、舞踊、オカリ
ナ、子どもと大人のジャズダンス、
ヒップホップ、健康バレエなど）発表

● 点前茶席 ●
一期一会の会の皆さんと子どもたちが
お抹茶でおもてなしをします。
日時　11月14日㈰
　　　午後１時30分～午後４時
会場　２階教養室・フリーゾーン

● 安源寺子ども会花展 ●
安源寺子ども会のみなさんが植えてく
れた花が皆さんをお出迎え
期間　11月13日㈯～14日㈰
会場　玄関前

● 古文書解読展 ●
西部地区に残る近世（江戸時代）の古
文書を分かり易く解読し、当時の歴史
について興味深く読んでいただけます。
期間　11月13日㈯～14日㈰

第６回
豊田公民館文化祭

第20回
西部公民館文化祭

第24回
北部公民館文化祭

豊田公民館 西部公民館 北部公民館

＊＊＊ 入場無料・どなたでもご覧ください ＊＊＊

北部・西部・豊田公民館の 文 化 祭
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今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

中野市公民館ホームページ　http:/www.city.nakano.nagano.jp/kominkan/

中
央
公
民
館

講座名 日　時 場　所 講　師 備　　考
パソコンサロン
＜内容＞パソコンを使っ
て
いてわからないところを
指
導員がお答えします

毎週月曜日
※祝日、年末年始を除
く
午後１時30分～
　　　　午後４時30分

中央公民館
２階団体室

NPO
新技術振興会

＜定員＞６名
＜受講料・申込み＞不要
※メニューに沿って進める
パ　ソコン教室とは異なり
ます。
※パソコン持込み可

歴史講座
～北信地方（北部）にお
ける真宗の発展～

11月11日・25日
12月16日
（ 全 ３ 回   毎 回 木 曜
日）
午後7時～午後8時30
分

働く婦人の
家
2 階 軽 運 動
室

湯 本  軍 一 先
生

＜定員＞70名程度
＜受講料＞不要
＜申込み＞10月12日（火）か
ら

公民館ギャラリー　　　陶友会の陶芸作品展

豊
田
公
民
館

ストレッチ＆
             ピラティス

10月25日
11月８日・22日
（全３回  毎回月曜日）
午後３時30分～午後５時

豊田公民館
日本間

脇坂 れい子 
　　　　　先生

＜定員＞30名
＜受講料＞無料
＜持ち物＞運動のできる服装

初級英会話教室  　
　　　　　 （後期）

10 月 5 日から
（毎週火曜日）
午後 7 時～午後 9 時

豊田公民館
101 会議室

レイニング・
デビット・マーティン
　　        先生

＜受講料＞無料

今年も秋の市民登山教室を実施します。
参加してみてはいかがですか。
日時：10月17日(日)　午前５時出発
集合場所：中央公民館
登山場所：北八ヶ岳 中山2,496m
講師：中野山岳会
参加費：1人10,000円
定員：40名
申し込み　10月13日(水)まで
事前説明会：10月13日(水)午後７時～中央公民館講堂
反省会：10月27日(水)午後６時30分～中央公民館講堂
問い合わせ先：中央公民館

秋の市民登山教室
参加者募集中

第38回
中野市総合文化祭
のお知らせ

日時：11月13日㈯～14日㈰
　　　午前９時～午後５時30分
　　　　　　　　　　 （予定）

日時：12月５日㈰
開場　午前９時（予定）
開演　午前９時30分（予定）
会場：市民会館ホール
問い合わせ先：中央公民館

文　化　展

芸　能　祭
会場：中央公民館



　　　公民館報『文化なかの』  特集：公民館レポート・文化祭のお知らせ

印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

夏
の
暑
さ
も
ひ
と
息
つ
き
、秋
の
訪
れ
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
。

秋
と
い
え
ば『
食
欲
の
秋
』『
芸
術
の
秋
』『
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
』な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
事
を
し
た
く
な
り
ま
す
。

　
あ
な
た
に
と
っ
て
秋
と
い
え
ば
な
ん
で
す
か
？

『
紅
葉
の
秋
』『
行
楽
の
秋
』な
ど
も
い
い
で
す
ね
。

私
は
食
欲
の
秋
で
す
の
で
、紅
葉
や
、行
楽
も
兼
ね
て

今
年
も
キ
ノ
コ
狩
り
へ
出
か
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

山
へ
入
り
、キ
ノ
コ
狩
り
を
す
る
に
あ
た
り
大
事
な
こ
と
は

夢
中
に
な
り
す
ぎ
て
、動
物
た
ち
の
生
活
エ
リ
ア
へ
入
ら
な
い
よ

う
に
す
る
事
。

そ
し
て
、全
て
を
採
り
き
ら
ず
に
必
ず
２
、３
本
は
残
す
事
。

キ
ノ
コ
た
ち
は
胞
子
で
次
の
世
代
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。

キ
ノ
コ
狩
り
に
は
竹
で
編
ん
だ「
び
く
」ま
た
は
隙
間
が
た
く
さ

ん
開
い
た
入
れ
物
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
な
ら
山
を
歩
く
と
き
に
、胞
子
た
ち
を
ま
た
森
に
返
し
て

上
げ
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
詰
め
込
む
の
は
、胞
子
た
ち
ま
で
持
ち
帰
っ
て
し

ま
う
の
で
止
め
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
は
山
の
ル
ー
ル
だ
そ
う
で
す
。

ち
ょっ
と
し
た
事
が
、自
然
環
境
保
護
へ
と
繋
が
り
ま
す
ね
。

秋
を
楽
し
く
満
喫
す
る
た
め
に
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
ル
ー
ル
を
心

が
け
た
い
も
の
で
す
。

ブドウ棚にかぼちゃ／一本木（月岡尚雄）

季節のコラム

花と季節の写真 募  集
　
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市
内
の
花

や
季
節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未
発
表
写
真
に
限

り
ま
す
・
四
ッ
切
り
ま
で
（
ワ
イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）

の
プ
リ
ン
ト
、デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ（
未
加
工
の
も
の
）。

　
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影
場
所
、

花
の
名
前
等
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。
匿
名
希
望
や

ペ
ン
ネ
ー
ム
掲
載
は
そ
の
旨
を
お
伝
え
下
さ
い
。
随

時
募
集
し
ま
す
。
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好
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目
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館

☎
２
２
・
２
６
９
１

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@
city.nakano.

nagano.jp
宛　先

お知らせ
　来月（11月）号で文化なかのは、
通巻６００号を迎えます。
　次号は、記念の特集を入れた別冊号
で皆さんへお届けする予定です。

百合／赤坂（穴田きいぼー）

運動会／長丘小（o）


